
  

平成７年以降、交通事故死者数の漸減傾向に対して、死傷事故の件数は増加傾向にあります。 

【事故件数と死者数の推移】 

事故の危険性を

高さで表現 

事故の類型別では追突事故、右折時事故、車両相互事故の順で発生しています。 

【死傷事故率の状況】 

【国道58号浦添市港川付近】 

【【①①  安安  全全  】】  
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急激な増加傾向 

那覇都市圏
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中部
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北部
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南部
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離島
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【死傷事故件数の地域別構成（Ｈ１８）】 

那覇都市圏に死傷

事故の件数が集中【死傷事故率の高い区間】 

事故の発生していない区間：４７％ 
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3125区間47区間 440区間 1657区間

全県の１.５％の道路延長に

死傷事故率の高い区間が集中 

事故発生区間：５３％ 

死傷事故率は、交通量の多い那覇都市圏などで高くなっています。 

現状と課題 
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追突
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8%

車両単独
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正面衝突
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不明

0%

【事故の類型別グラフ（直轄国道のみ）】

出典：交通事故統合データ（Ｈ１７） 

出典：交通事故統合データ（Ｈ14～17） 



  

0

5

10

15

20

25

暫定的対策実施箇所

抜本的対策実施箇所

その他

課題への取り組み方針 

交通事故データから、発生件数の多い箇所など優先的対策箇所を抽出。 

⇒死傷事故率が沖縄県の平均死傷事故率の２倍以上の箇所や事故が多発している緊急性の高い箇所を

要対策区間と位置づけ、交通安全カルテを作成した上で、交通事故対策プログラム（暫定・抜本的な

対策メニュー）を策定し、計画的な交通安全対策事業を実施します。 

道路交通事故の危険性を低減する計画の推進 

■アウトカム指標を用いた平成 1８年度目標 

死傷事故が発生する割合

を約９％削減 

 

 

単年度で対策実施が可能で、平成 20年までに完了を目指す事業 
 

 
 

主としてバイパス整備などの改築事業や用地買収等を伴う２～5年程度を要する事業 
 
 
既に事業実施済みであるが、対策後の状況変化を把握・分析していく箇所 

暫定的対策 ：１２７箇所（死傷事故率２倍以下を含む全箇所数：３２４箇所） 

抜本的対策 ：３８９箇所（死傷事故率２倍以下を含む全箇所数：１０９７箇所）
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その他 ：６２箇所（死傷事故率２倍以下を含む全箇所数：２３６箇所） 

【優先的対策箇所の抽出】 
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・死傷事故率が沖縄県平均死傷事故率の２倍以上の箇所
・死傷事故件数が平均の５倍以上の箇所 
・交通事故死者数が２人以上の箇所 
・事故危険箇所に指定されている箇所 
・あんしん歩行エリアに含まれる箇所 

国
道
の
要
対
策

区
間
の
考
え
方

出典：交通事故統合データ（H14～17）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画に基づく事故対策の実施 
 

事例Ａ

平成１８年度の取り組み事例
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【平成１８年度に実施した主な事業・施策】 

【平成１８年度事業箇所位置】 

事例Ｂ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１８年度の取り組み事例

交通安全マップの作成 

⇒複雑な交差点形状のため事故が起こりやすかった名護市東江４丁目交差点を改良する際に、地域住

民の方々との懇談会を通じて住民の方々の意見を取り入れ、道路利用者の立場に立った事故対策を

実施しました。また、対策後は、名護市民との協働パトロールにて対策効果を把握しました。 

交通安全対策における計画段階からの住民参加 

事例Ａ 

地域との協働による交通安全対策の検討 

⇒那覇市立仲井真小学校の通学路になっている国道329号国場交差点では、死傷事故が多発している

ため、その対策として事故データ等とのマッチングにより課題箇所を摘出し、交通安全マップを作

成・配布しました。 

国道 58号 東江４丁目交差点改良

【改良前】 

■地域住民との連携 

■利用者評価 

協働パトロールでのア

ンケートの結果、参加

者全員が安全性向

上の効果を実感して

いることを確認 

【懇談会の様子】

 

【協働パトロールの様子】

対策実施前の懇談会

対策実施後の協働パトロール

【交通安全マップ ～那覇市仲井真小学校～ 】 

【交通安全マップの評価】 

国頭方面 

那覇方面 

 前 

国頭方面 

那覇方面 

後 

73.7

43.9

80.7

21.9

42.1

14.9

3.5

9.6

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者の評価
（児童の安全教育
　に対して）

児童の評価
（児童の興味）

総合評価

有効
興味を持っていた
有意義

やや有効
やや興味を持っていた
やや有意義

どちらともいえない

あまり有効ではない
あまり興味はなかった
あまり有意義ではない

有効ではない
興味はなかった
有意義ではない

不明

児童、保護者ともに

交通安全マップの評

価は高い 

25 

【改良後】 

【交差点の安全性向上の評価】 

事例Ｂ 

Ｎ＝10 



82
100

115109
100

77

90
80

65 79 78
61

79
61 60 61

94

2,926
3,234 3,336 3 ,169 3,096

2,928 2,944
3 ,118

3 ,805 3,904

6 ,519

6 ,6536,512
6,127

5,115

5 ,759

4,294

0

50

100

150

200

250

300

350

400

H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

（人／年）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000
（件／年）

交通事故死者数

死傷事故件数

交
通
事
故
死
者
数

死
傷
事
故
件
数

全道路の事故件数（各年1月から12月）

出典：交通白書

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 

約９％削減 

～死傷事故が発生する割合～ 

実績 

約３％増加 

【死傷事故率の変化】

死傷事故が発生する割合が増加 

⇒県全体で死傷事故率が２．６件/億台キロ増加され、死傷事故率の全国順位も１２位から１７位へ

と降下しました。死傷事故件数はさらに増加しており、件数の増加に対策が追いつかない状況とな

っています。 

【事故件数と死者数の推移】 

【死傷事故率の全国順位の変化】 

⇒沖縄県全体の死傷事故率は約３％増加し、目標を達成できませんでした。その理由として、道路構造

の見直し等交通安全対策実施による事故削減の効果は見られたものの、死傷事故発生件数の増加に対

策実施などの対応が追いついていないことが考えられます。 

 

【事故の類型別の変化（直轄国道のみ）】 
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平成１８年度の目標達成度 
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H17 
H18

事故の危険性を

高さで表現 

事故の危険性を

高さで表現 

出典：交通事故統合データ 

死傷事故率
（件/億台キロ）

順位
死傷事故率
（件/億台キロ）

順位

島根県 43.8 1 41.5 1
岩手県 45.0 2 43.0 2
秋田県 49.9 3 48.4 3

沖縄県 75.8 12 78.4 17

大阪府 198.1 45 193.5 45
東京都 224.9 46 210.8 46
神奈川県 226.6 47 211.4 47

…
…

都道府県
H17（暫定値） H18（暫定値）

…
…



あ  
平成１９年度の取り組み

■アウトカム指標を用いた平成 1９年度目標 

暫定的（交差点改良等）・抜本的（バイパス整備等）によ
る計画的な交通事故対策事業実施により死傷事故が発生す
る割合を約約２２００％％削削減減 

【平成 19年度実施予定の主な事業・施策】 

27 
【平成１９年度事業箇所位置】 



 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 要対策区間における交通安全対策事業の実施 

要対策区間における交差点改良事業の実施 

⇒平成1９年度は、要対策区間において、滑り止め舗装など交差点改良事業を３９箇所で行います。 

【平成19年度交差点改良箇所位置】

平成１９年度の取り組み

28 

【平成 19年度交差点改良箇所一覧】 



 
平成１９年度の取り組み

 

 地域と一体となった事故対策の検討・実施 

現状（うるま市石川地区） 

意見交換会・現場視察の実施 

計画段階からの地域住民の意見を反映した事故対策 

住民の意見を反映し、
対策案を決定します。

【協働パトロール】 

協働パトロールの実施 

⇒地域住民と一緒に協働パトロールを行い、計画段

階から住民の意見を反映します。 

地域住民と道路管理者による定期的な意見交換会にて事故対策内容を策定 

⇒北部国道管内の中でも死傷事故件数が多いうるま市を対象に、地域住民との意見交換会や現場視

察を開催し、事故対策の計画策定・対策実施を地域住民と連携して推進します。 

 

交通安全マップの作成 

 ⇒事故が多発している地区において、学校やＰ

ＴＡ等と協働した交通安全マップを作成しま

す。 

国道３２９号現道で時間帯に

よって渋滞が発生 

 

北部国道管内の中で最も

死傷事故件数が多い 
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【北部国道管内の死傷事故率の状況】【渋滞発生位置図】

【意見交換会・現場視察の様子】 

【交通安全マップ】 

５ヶ年の達成見込みについて（道路交通における死傷事故率） 

■平成19年度目標：６２.４件/億台キロ ← 平成 19年度見込み：７７.９件/億台キロ 

事故対策実施箇所では事故削減効果が見られているが、年々死傷事故発生件数が増加しており、 

目標値の達成は厳しい状況である。 


